

































2000年から2006年までの 7 年間、CETL は坂
本センター長の下、様々に FD に取り組んでき
ました。 ここでは主なものとして 4 つ挙げま
す。



































































































































の仕事が AP 事業でした。 補助期間途中に









ォリオとして A 4 二枚程度にまとめます。 そ



































象領域を「教育」 に絞らざる得ない CETL と
いう FD 推進部隊の限界だと考えます。あるべ
きファカルティ･ ディベロップメントを志向し




一方、「学務」については、SD と FD の両方
を進めることが大学に義務付けられ、 本学の
FD 委員会も 3 年前に FD.SD 委員会に名称変



































り、 アメリカの FD の動向を紹介しながら、
CETL ではなく、日本の FD の現状を批判的に
検討し、その上で、CETL が進むべき方向を示
されていると考えます。
23教育・学習支援センター（CETL）設立20年に寄せて
